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四 主要財政用語 

 

(1) 実質収支 

 当該年度の歳入決算額から歳出決算額を単純に差し引いた形式収支から事業繰越等の翌年度に繰り越すべ

き財源を差し引いた額である。 

 繰越事業等を当該年度に執行し、または当該年度に発生した債務をその年度に履行したものとして収支の

結果をとらえたものである。 

実質収支＝形式収支〔歳入－歳出〕－翌年度へ繰り越すべき財源※ 

※ 翌年度へ繰り越すべき財源 … 継続費逓次繰越、繰越明許費、事故繰越、事業繰越及び支払繰延の措置

により、翌年度に繰り越される財源をいう。 

 

(2) 単年度収支 

 当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額である。当該年度のみの実質的な収入と支出と

の差である。 

単年度収支＝当該年度実質収支－前年度実質収支 

 

(3) 実質単年度収支 

 単年度収支結果に表れない当該年度の財源留保措置等の状況をとらえるもので、当該年度の歳出に含まれ

ている積立金や地方債繰上償還額の黒字要素と積立金取崩額（歳入中の基金からの繰入金）の赤字要素が仮

に歳入、歳出に措置されなかった場合、単年度収支が実質的にどのようになったかをみるものである。 

実質単年度収支＝単年度収支＋財政調整基金積立金＋地方債繰上償還額－財政調整基金取崩額 

 

(4) 標準財政規模 

  標準的な一般財源の規模を示すものである。 

標準財政規模＝（基準財政収入額－地方譲与税等※）× 
100 

＋Ａ※ 
75 

※ 地方譲与税等 … 市町村民税所得割における税源移譲相当額の25％、特別とん譲与税、自動車重量譲

与税、航空機燃料譲与税、地方道路譲与税、地方揮発油譲与税、交通安全対策特別交付金、児童手当

特例交付金、（政令市の場合は石油ガス譲与税が加わる。） 

※ Ａ･･･市町村民税所得割における税源移譲相当額の 25％を除いた地方譲与税等＋普通交付税＋臨時財

政対策債発行可能額 

 

(5) 実質収支比率 

  標準財政規模に対する実質収支の割合を示すものである。 

実質収支比率＝ 
実質収支 

×100 
標準財政規模（臨時財政特例債発行可能額含む） 
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(6) 財政力指数 

 当該団体の財政力を示す指標であり、地方交付税法の規定により算定した基準財政収入額を基準財政需要

額で除して得た数値の過去３年間の平均値をいう。財政力指数は、「１」に近くあるいは「１」を超えるほど

財源に余裕があるものとされ、「１」を超えると普通交付税の不交付団体となる。 

 

(7) 経常収支比率 

 経常的に充当された一般財源等の額が、経常一般財源等、減収補てん債（特例分）及び臨時財政対策債の

合計額に占める割合であり、財政構造の弾力性を判断する指標である。 

経常収支比率＝ 
経常経費充当一般財源等 

×100 
経常一般財源等＋減収補てん債（特例分）＋臨時財政対策債 

 

(8) 現債高比率 

 将来の公債費負担を把握するための指標で、地方債現在高の標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額

含む）に対する割合を示す。比率が高いほど将来の公債費負担が大きくなる。 

現債高比率＝ 
地方債現在高 

×100 
標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額含む） 

(9) 債務比率 

 将来の債務の状況を示す指標で、地方債現在高と債務負担行為翌年度以降支出予定額の合計額を、標準

財政規模（臨時財政対策債発行可能額含む）で除して算出する。 

現債高比率＝ 
地方債現在高＋債務負担行為翌年度以降支出予定額 

×100 
標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額含む） 

 

(10) 積立金現在高比率 

 地方公共団体の財政の安定性を判断する指標で、積立金現在高の標準財政規模に対する割合を示す。比

率が高いほど、積立金が多いことを示す。 

積立金現在高比率＝ 
積立金現在高 

×100 
標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額含む） 

 

(11) ラスパイレス指数 

 地方公共団体の一般行政職の給料額（本給）と国の行政職俸給表（一）の適用職員の俸給額（本給）

とを、学歴別、経験年数別にラスパイレス方式により対比させて比較し、算出したもので、国を 100

としたものである。 

 職員構成を学歴別、経験年数別に区分し、地方公共団体の職員構成が国の職員構成と同一と仮定して算出

するものであり、地方公共団体の仮定給料総額（地方公共団体の学歴別、経験年数別の平均給料月額に国の

職員数を乗じて得た総和）を国の実俸給総額で除して得る加重平均である。 

 


